
本施設は大阪府大阪市に位置する。敷地
は大阪湾に近く、倉庫や工場に囲まれてい
る。建物規模としては地下５階地上３階建
の直径７７ｍの円形の鉄筋コンクリート
造の建物である。対象敷地はもともと大阪
湾木場があり、将来的な再開発を考慮した
設計を行った。本施設は通常の下水道施

設のイメージを可能な限り脱却し、一般建
築の中でも、街並みの一角として、映えるよ
うな建築を目指した。そのため、建物の外
形は半円形とし、円形劇場をイメージした
外形とした。半円状の部分にはアルミパネ
ルとカーテンウォール、タイルを配置した。
カーテンウォールにより、外部との連続的

な空間を演出し、あたかも内部に広い空
間が存在するようなデザインとした。下部
のアルミパネルとカーテンウォールの配置
により建物下部は軽やかなイメージとし
た。それにより建物上部のタイル仕上げの
重厚感がより強調され、劇場をイメージで
きる外観とした。

森田配水塔は、米どころ福井を支える九頭
竜川の川辺にそびえる。ひときわ目を引く
地上４６ｍのコンクリートの塔は、「福井米
コシヒカリ」をデザインモチーフとすること
によって威圧感を緩和し、福井の誇りであ
る「コメと水」を象徴したユニークな建物と

して、地域の人々に愛されている。配水塔の
デザインは、学識者、学生、地域住民、行政
によるワークショップによって決定した。配
水塔敷地は九頭竜川をあしらったせせらぎ
広場を整備し、憩いの空間として開放して
いる。福井市景観賞2010を受賞。

半円状の建物の裏側は搬出入を考慮した形
状とした。しかし、半円形の建物のイメージを
崩さない様に、建物の裏側にもＲ部分を設け
ることで建物全体の統一感を図った。

屋 上 から公 園 部 分 を 望 む
と、配水塔と直下には公園
が広がっており、風力発電
やせせらぎ広場が配置され
ている。地域住民が水や自
然を身近に体験できる空間
の設計を行った。
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